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２０１５年１１月、公的年金を運用している年金積立金管理運用独立行政法人（通称：ＧＰＩ
Ｆ）が７～９月の運用において約７．９兆円の損失だったと公表しました。これを受けて公的年
金の運用そのものに批判的な意見が出ていますが、年金型運用において短期的な視点で運用の評
価をすることは、本来の運用の目的を見失ってしまう可能性があるのではないでしょうか。 

今、話題の日本の公的年金を読み解く 

ＧＰＩＦ運用の実際 

年金積立金運用については法律上、「長期的な観点からの安全かつ効率的な運用」の実施を要請
されています。そのため、ＧＰＩＦは「分散投資」と「長期的な観点から基本となるポートフォ
リオの策定と維持」を行っています。実際に２００１年から２０１５年９月までの累積収益額は
約４５．５兆円まで積みあがっており、短期的にはマイナスがあっても長期的にはしっかりと資
産を成長させていることが読み取れます。 

年金型運用のポイント 
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（出所）ＧＰＩＦ 年次データ 期間：2001年～2015年9月まで 

年金型運用のポイント 

①中長期的に安定的な資産運用をめざした分散投資 

②経済成長を収益の源泉としつつ、物価上昇率以上の運用成果を追求 

③財政状況や投資環境等の変化による運用内容や投資手法の見直し 

２０１５年１-９月 
累積収益額約４５．５兆円 

ＧＰＩＦの行う年金型運用は長期運用の代表的な手法としてしばしば注目されます。将来に備え
て運用をはじめたい方や、預金を多くお持ちでインフレ等からの資産防衛を図りたい方はこう
いった運用手法を参考にしていただくのもよろしいのではないでしょうか。 

評価される 
ＧＰＩＦの運用 

ＧＰＩＦは２０１５年１２月、 
アジアンインベスター誌より 
「アジアンインベスター インスティ
テューショナル・エクセレンス・ア
ワード ２０１５」を受賞しました！ 

（出所）ＧＰＩＦ  

（出所）GSAM 


